
第 366回塑性加工シンポジウム ＜対面＋Web：ハイブリッド開催＞

「塑性加工を支える金型・プレス設備寿命向上技術に関する最新動向」 
日  時：2026年 9月 16日（水）10:00～17:00 

会  場：名城大学天白キャンパス 研究実験棟Ⅱ 2階261多目的室

[468-8502 愛知県名古屋市天白区塩釜口1-501] （アクセスマップ：https://www.meijo-u.ac.jp/about/campus/tempaku.html） 

交  通：地下鉄鶴舞線 塩釜口駅 1番出口（右）徒歩約5分 

主  催：日本塑性加工学会（実行：東海支部） 

協 賛：日本鉄鋼協会，素形材センター，自動車技術会，日本金属プレス工業協会，日本鍛造協会，日本鍛圧機械工業会，型技術協会，日本機械学 

会，日本金属学会，軽金属学会，日本トライボロジー学会，精密工学会，日本材料学会 

趣 旨：自動車業界では，カーボンニュートラル（CN）や衝突安全の観点から，軽量化や高強度化への要求が高まっており，塑性加工分野において 

も一体化や高強度材料への対応が求められています．本シンポジウムでは，塑性加工を支える金型・プレス設備の寿命向上に関する最新技 

術やトレンドについて，素材，設備，加工法，DX化といった多角的な視点から探ります．さらに，各分野の専門家とともに業界の課題と 

展望を議論し，持続可能な日本のものづくりに向けた知見を共有します． 

プログラム：開会の辞（10:00～10:05） 日本塑性加工学会東海支部長 早川 邦夫君 

司 会 （10:00～12:05）   岐阜大学    吉田 佳典君 

司 会 （13:05～14:25）  岐阜大学    山下  実君 

司 会 （14:40～16:00） 三菱自動車工業㈱ 小田 勉君 

時 間 内     容 講  師 

10:05～10:45 冷間超ハイテン適用拡大に伴う成形・金型負荷の実態と課題：自動車軽量化を背景に，冷間超ハイテ

ンの適用が拡大している．本講演では，量産支援事例を通じて把握した冷間超ハイテンの使用実態

を中心に，成形・金型負荷に関する課題を紹介する． 

㈱神戸製鋼所 

山本 伸一君 

10:45～11:25 金型ひずみセンシングを活用した無線通信によるプレス成形品の割れ検知システム開発：自動車部品

の超ハイテン化に伴い，品質保証はより困難を要している．本報では，プレス製造における金型ひ

ずみセンシングと無線通信を活用した現場負担の少ない割れ検知システムの開発事例を紹介し，セ

ンシング技術を活用した金型寿命向上への可能性を示す． 

フタバ産業㈱ 

山田 達弥君 

11:25～12:05 PVDコーティングによる金型寿命の向上：自動車部品の高強度化・精密化に伴い，金型に求められる耐

久性および精度は一層高度化し PVD コーティングにも多様な機能が求められている．本講演では，

PVDコーティングによる金型寿命向上について，具体的な事例を交えて紹介する． 

エリコンバルザース㈱ 

大崎 隆史君 

12:05～13:05 昼 食 ・ 休 憩 

13:05～13:45 高強度材加工におけるプレス機械の留意点：打抜きは最高荷重や破断振動，成形は加工エネルギやし

わ押え力，鍛圧加工は最高荷重や集中荷重などが設備寿命に影響しうる．ここではプレス機械の静

的・動的挙動の測定事例に基づき想定される設備寿命との因果関係や運用上の留意点について解説

する． 

関東職業能力開発大学校 

村上 智広君 

13:45～14:25 超ハイテン材プレス金型の高寿命化技術：超ハイテン材プレス金型の寿命課題に対し，トラブルおよび量

産データの分析に基づく最適な量産金型技術を構築．金型設計・製作から量産・保全までをPLM連携によ

り統合した運用プロセスの事例を報告する． 

協和工業㈱ 

諸橋 良尚君 

14:25～14:40 休    憩 

14:40～15:20 冷間鍛造用金型の寿命改善：冷間鍛造用金型に生じる摩耗，欠け，割れなどの代表的な損傷事例を示

す．あわせて、金型材質の適切な選定，表面技術，形状設計，加工および潤滑条件の最適化による寿

命改善事例と得られた効果を紹介する． 

㈱ニチダイ 

村井 映介君 

15：20～16:00 プレス加工での金型寿命向上に貢献可能な工具鋼および表面処理の紹介：ハイテン材の冷間加工，ホ

ットスタンプ成形および熱間鍛造における金型寿命向上を目的として，各損傷形態に応じた工具鋼

種および表面処理(窒化・PVD)の選定指針と適用効果を概説する． 

大同特殊鋼㈱ 

樋口 成起君 

16:00～16:30 総 合 討 論   司会 名城大学   吉川 泰晴君 

16:30～17:00 講師を含めた名刺交換会（希望者） 

定 員：対面参加者 80名 （定員になり次第締切ります．）Web参加は特に定員はありません． 

参 加 費：（消費税10%込） 

正会員・賛助会員・ 

協賛学会員個人会員 
学生会員 一般 会員外学生 

対面参加 12,000円 6,000円 18,000円 9,000円 

Web参加 18,000円 9,000円 27,000円 13,500円 

申込方法：学会ホームページ（https://www.jstp.jp）【行事のご案内】のページよりお申し込みください．参加券，請求書をお送りします．  

注 意：対面でのご参加の場合，会場には駐車場がありませんので，近隣のパーキングをご利用いただくか公共交通機関をご利用ください．昼食

は各自でお願いします．講演中の撮影・録画・録音は禁止します．テキストはPDFにて配布いたします． 

https://www.jstp.jp

